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昨昨
年年
1122
月月
1177
日日
、、
２２
年年
生生

のの
総総
合合
的的
なな
学学
習習
のの
時時
間間
にに

３３
年年
生生
にに
よよ
るる
進進
路路
講講
話話
がが

行行
わわ
れれ
たた
。。｢｢

先先
輩輩
がが
先先
生生｣｣

とと
題題
しし
たた
ここ
のの
講講
話話
でで
はは
、、

３３
年年
生生
４４
人人
かか
らら
、、
そそ
れれ
ぞぞ

れれ
のの
進進
路路
実実
現現
にに
至至
るる
まま
でで

のの
活活
動動
やや
思思
いい
がが
語語
らら
れれ
たた
。。 ｢｢

今今
のの
うう
ちち
にに
やや
っっ
てて
おお
くく

べべ
きき
ここ
とと｣｣

｢｢

ここ
れれ
かか
らら
始始

めめ
たた
方方
がが
良良
いい
ここ
とと｣｣

なな
どど

のの
具具
体体
的的
なな
アア
ドド
ババ
イイ
スス
やや
、、

高高
校校
生生
活活
のの
中中
でで
のの
体体
験験
談談

なな
どど
、、
進進
路路
決決
定定
をを
控控
ええ
たた

後後
輩輩
たた
ちち
にに
ささ
まま
ざざ
まま
なな
メメ

ッッ
セセ
ーー
ジジ
がが
贈贈
らら
れれ
たた
。。
熱熱

心心
にに
３３
年年
生生
のの
話話
をを
聞聞
きき
、、

感感
想想
文文
をを
書書
いい
てて
いい
るる
２２
年年

生生
のの
姿姿
がが
印印
象象
的的
だだ
っっ
たた
。。

１１
月月
1188
日日
５５
限限
にに
１１
年年
生生

｢｢

産産
業業
社社
会会
とと
人人
間間｣｣

のの
授授

業業
にに
おお
いい
てて｢｢

先先
輩輩
、、
地地
域域

のの
方方
々々
がが
先先
生生｣｣

のの
講講
演演
会会

がが
ああ
っっ
たた
。。
ここ
のの
講講
演演
はは
、、

2233
日日
〜〜
2255
日日
のの
３３
日日
間間
１１
年年

生生
のの
学学
校校
行行
事事
でで
ああ
るる
イイ
ンン

タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ((

就就
業業
体体
験験))

のの
事事
前前
学学
習習
。。
本本
校校
卒卒
業業
生生

やや
社社
会会
人人
のの
方方
々々
かか
らら
、、
社社

会会
にに
出出
てて
仕仕
事事
をを
すす
るる
中中
でで
、、

そそ
のの
やや
りり
がが
いい
やや
苦苦
労労
しし
てて

いい
るる
話話
をを
聞聞
くく
ここ
とと
でで
、、
仕仕

事事
にに
対対
すす
るる
心心
構構
ええ
やや
適適
性性

なな
どど
にに
つつ
いい
てて
学学
習習
すす
るる
のの

がが
目目
的的
でで
毎毎
年年
行行
わわ
れれ
てて
いい

るる
。。当当

日日
はは
、、
講講
師師
とと
しし
てて
新新

宮宮
市市
消消
防防
本本
部部
のの
宮宮
平平
陽陽
平平

ささ
んん
、、
ドド
ココ
モモ
シシ
ョョ
ッッ
ププ
新新

宮宮
店店
営営
業業
部部
長長
のの
安安
藤藤
倫倫
史史

ささ
んん
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
ギギ
アア
アア
ダダ

チチ
のの
向向
山山
善善
次次
人人
ささ
んん
、、
佐佐

野野
保保
育育
所所
所所
長長
のの
敷敷
谷谷
佳佳
代代

子子
ささ
んん
、、
美美
容容
室室｢｢

ＢＢ
ＯＯ
ＹＹ

ｅｅ
ｘｘ
ｔｔ｣｣

店店
長長
のの
竹竹
中中
博博
行行

ささ
んん
、、
新新
宮宮
市市
立立
医医
療療
セセ
ンン

タタ
ーー
のの
山山
川川
美美
紀紀
ささ
んん
のの
６６

人人
にに
来来
校校
いい
たた
だだ
きき
、、
各各
ＨＨ

ＲＲ
教教
室室
とと
キキ
ャャ
リリ
アア
実実
習習
室室

でで
おお
話話
をを
聞聞
かか
せせ
てて
いい
たた
だだ

いい
たた
。。

１１
年年
生生
１１
３３
８８
人人
がが
そそ
れれ

ぞぞ
れれ
興興
味味
のの
ああ
るる
講講
師師
をを
選選

択択
しし
、、
熱熱
心心
にに
メメ
モモ
をを
取取
っっ

てて
聞聞
いい
てて
いい
たた
。。
キキ
ャャ
リリ
アア

実実
習習
室室
でで
行行
わわ
れれ
たた
佐佐
野野
保保

育育
所所
所所
長長
のの
敷敷
谷谷
先先
生生
のの
講講

演演
でで
はは
、、
保保
育育
士士
とと
いい
うう
職職

業業
にに
つつ
いい
てて
のの
説説
明明
やや
社社
会会

人人
とと
しし
てて
のの
心心
構構
ええ
なな
どど
のの

助助
言言
をを
受受
けけ
たた
。。

敷敷
谷谷
先先
生生
はは｢｢

保保
育育
士士
にに

はは
、、
母母
性性
とと
父父
性性
がが
必必
要要
でで

ああ
るる
。。
皆皆
ささ
んん
のの
将将
来来
のの
仕仕

事事
のの
選選
択択
肢肢
にに
、、
保保
育育
士士
がが

ああ
るる
なな
らら
、、
そそ
のの
気気
持持
ちち
をを

大大
事事
にに
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
人人
間間

誰誰
にに
でで
もも
、、
向向
きき
不不
向向
きき
がが

ああ
るる
がが
、、
努努
力力
すす
れれ
ばば
かか
なな

わわ
なな
いい
ここ
とと
はは
なな
いい
。。
つつ
らら

いい
ここ
とと
もも
大大
変変
なな
ここ
とと
もも
いい

っっ
ぱぱ
いい
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
夢夢

にに
向向
かか
っっ
てて
頑頑
張張
っっ
てて
ほほ
しし

いい｣｣

とと
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ

直直
前前
のの
１１
年年
生生
にに
エエ
ーー
ルル
をを

送送
っっ
てて
くく
れれ
たた
。。
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１１
月月
９９
日日
にに
３３
年年
生生
にに
よよ

るる
総総
合合
学学
習習
研研
究究
発発
表表
会会
がが

行行
わわ
れれ
たた
。。
ここ
れれ
はは
総総
合合
学学

習習
とと
いい
うう
授授
業業
のの
中中
でで
、、
生生

徒徒
たた
ちち
がが
ここ
のの
一一
年年
間間
研研
究究

しし
てて
きき
たた
ここ
とと
をを
披披
露露
すす
るる

もも
のの
。。
生生
徒徒
たた
ちち
がが
高高
校校
入入

学学
以以
来来
学学
習習
しし
てて
きき
たた
ここ
とと

のの
中中
でで
特特
にに
興興
味味
・・
関関
心心
をを

持持
っっ
たた
もも
のの
をを
テテ
ーー
ママ
にに
しし

たた
りり
、、
自自
分分
のの
将将
来来
希希
望望
すす

るる
職職
業業
をを
テテ
ーー
ママ
にに
すす
るる
なな

どど
ささ
まま
ざざ
まま
。。

発発
表表
者者
のの
一一
人人
、、
岩岩
崎崎
真真

琴琴
ささ
んん
のの
テテ
ーー
ママ
はは｢｢

与与
謝謝

野野
晶晶
子子
のの
人人
生生
行行
路路｣｣

。。
ここ

れれ
はは
岩岩
崎崎
ささ
んん
がが
高高
校校
２２
年年

生生
のの
時時
にに
日日
本本
史史
のの
授授
業業
でで

与与
謝謝
野野
晶晶
子子
にに
つつ
いい
てて
のの
ＤＤ

ＶＶ
ＤＤ
をを
見見
てて
、、
ああ
らら
ゆゆ
るる
困困

難難
をを
乗乗
りり
越越
ええ
、、
懸懸
命命
にに
生生

きき
たた
与与
謝謝
野野
晶晶
子子
とと
いい
うう
強強

いい
女女
性性
へへ
のの
憧憧
れれ
かか
らら
、、
ここ

のの
テテ
ーー
ママ
をを
選選
んん
だだ
そそ
うう
だだ
。。

発発
表表
をを
終終
ええ
たた
後後
、、
岩岩
崎崎
ささ

んん
はは｢｢

発発
表表
のの
時時
はは
緊緊
張張
しし

たた
がが
、、
自自
分分
のの
調調
べべ
たた
事事
をを

発発
表表
でで
きき
るる
機機
会会
がが
ああ
っっ
てて

よよ
かか
っっ
たた｣｣

とと
述述
べべ
たた
。。

まま
たた
、、
玉玉
石石
慎慎
太太
郎郎
君君
のの

テテ
ーー
ママ
はは

｢｢

元元
メメ
ジジ
ャャ
ーー

リリ
ーー
ガガ
ーー
野野
茂茂
英英
雄雄
にに
つつ
いい

てて｣｣

。。
日日
本本
人人
のの
メメ
ジジ
ャャ
ーー

リリ
ーー
ググ
へへ
のの
道道
をを
開開
拓拓
しし
たた

野野
茂茂
英英
雄雄
のの
野野
球球
人人
生生
をを
調調

べべ
たた
。。
発発
表表
のの
中中
でで
玉玉
石石
君君

はは
野野
茂茂
英英
雄雄
かか
らら
、、
挑挑
戦戦
すす

るる
事事
のの
大大
切切
ささ
をを
学学
んん
だだ
とと

述述
べべ
たた
。。
発発
表表
をを
終終
ええ
てて

｢｢

発発
表表
にに
ベベ
スス
トト
をを
尽尽
くく
しし

たた
。。
がが
んん
ばば
っっ
てて
きき
たた
ここ
とと

をを
出出
せせ
てて
よよ
かか
っっ
たた｣｣

とと
述述

べべ
たた
。。

てて
いい
るる
ここ
とと
をを
実実
感感
しし
なな
がが

らら
、、
仲仲
間間
とと
共共
にに
成成
長長
しし
、、

目目
標標
をを
達達
成成
しし
てて
ほほ
しし
いい
とと

考考
ええ
てて
いい
るる
。。

１１
月月
７７
日日
かか
らら
1111
日日
まま
でで

のの
１１
週週
間間
、、
朝朝
のの
声声
掛掛
けけ
運運

動動
をを
実実
施施
しし
たた
。。
毎毎
月月
行行
っっ

てて
いい
るる
登登
下下
校校
指指
導導
のの
一一

環環
。。
特特
にに
３３
学学
期期
のの
始始
業業
でで

ああ
るる
ここ
とと
かか
らら
、、
育育
友友
会会
のの

役役
員員
のの
方方
々々
にに
もも
協協
力力
をを
頂頂

いい
たた
。。
紀紀
伊伊
佐佐
野野
駅駅
、、
ナナ
カカ

ミミ
チチ
やや
学学
校校
前前
のの
交交
差差
点点
、、

校校
門門
なな
どど
でで
、、
大大
勢勢
のの
方方
々々

がが
生生
徒徒
たた
ちち
とと
ああ
いい
ささ
つつ
をを

交交
わわ
しし
なな
がが
らら
、、
ママ
ナナ
ーー
やや

交交
通通
安安
全全
、、
服服
装装
・・
頭頭
髪髪
のの

徹徹
底底
をを
呼呼
びび
掛掛
けけ
たた
。。

３３
学学
期期
はは
、、
３３
年年
生生
はは
卒卒

業業
式式
、、
１１
、、
２２
年年
生生
はは
ママ
ララ

ソソ
ンン
大大
会会
、、
修修
学学
旅旅
行行
、、
イイ

ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
なな
どど
がが
ああ

るる
。。
大大
勢勢
のの
方方
々々
にに
見見
守守
らら

れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
、、
支支
ええ
らら
れれ
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４４
月月
かか
らら
新新
翔翔
高高
校校
でで
勤勤

務務
しし
てて
おお
りり
まま
すす
堀堀
木木
雅雅
之之

((

ほほ
りり
きき
・・
まま
ささ
ゆゆ
きき))

でで

すす
。。
２２
年年
５５
組組
のの
担担
任任
でで
、、

担担
当当
教教
科科
はは
社社
会会
科科
でで
すす
。。

クク
ララ
ブブ
活活
動動
はは
硬硬
式式
野野
球球
部部

とと
陸陸
上上
部部
のの
顧顧
問問
をを
しし
てて
いい

まま
すす
。。

私私
はは
串串
本本
高高
校校
のの
出出
身身
でで
、、

前前
任任
校校
もも
串串
本本
古古
座座
高高
校校
でで

すす
。。
新新
翔翔
高高
校校
はは
私私
にに
とと
っっ

てて｢｢

未未
知知
のの
世世
界界｣｣

でで
ああ
りり
、、

必必
ずず
自自
分分
をを
成成
長長
ささ
せせ
てて
くく

れれ
るる
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
実実

際際
にに
多多
くく
のの
生生
徒徒
とと
先先
生生
方方

とと
のの
関関
わわ
りり
のの
中中
かか
らら
学学
ぶぶ

べべ
きき
ここ
とと
がが
大大
変変
多多
くく
、、
苦苦

しし
みみ
なな
がが
らら
もも
楽楽
しし
いい
充充
実実

しし
たた
毎毎
日日
をを
過過
ごご
しし
てて
いい
まま

すす
。。私私

はは
まま
だだ
まま
だだ
未未
熟熟
でで
、、

でで
きき
なな
いい
ここ
とと
やや
知知
らら
なな
いい

ここ
とと
もも
多多
いい
のの
でで
すす
がが
、、
そそ

のの
分分
、、
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
がが
でで

きき
るる
よよ
うう
にに
なな
るる
喜喜
びび
やや
知知

らら
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
をを
知知
るる
喜喜

びび
をを
、、
日日
々々
体体
感感
しし
てて
いい
まま

すす
。。新新

翔翔
高高
校校
のの
生生
徒徒
はは
明明
るる

くく
元元
気気
がが
ああ
りり
、、
ああ
いい
ささ
つつ

をを
きき
ちち
んん
とと
しし
てて
くく
れれ
まま
すす
。。

友友
達達
をを
大大
切切
にに
すす
るる
やや
ささ
しし

いい
心心
をを
持持
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
まま

たた
、、
体体
育育
祭祭
やや
文文
化化
祭祭
、、
クク

ララ
スス
ママ
ッッ
チチ
なな
どど
行行
事事
ごご
とと

でで
はは
、、
積積
極極
的的
にに
取取
りり
組組
みみ
、、

みみ
んん
なな
でで
協協
力力
すす
るる
姿姿
をを
見見

てて
、、
大大
変変
感感
心心
しし
まま
しし
たた
。。

可可
能能
性性
をを
無無
限限
にに
秘秘
めめ
たた
生生

徒徒
たた
ちち
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。

高高
校校
生生
活活
のの
３３
年年
間間
はは
アア

ッッ
とと
いい
うう
間間
にに
過過
ぎぎ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。
限限
らら
れれ
たた
高高
校校
生生

活活
のの
中中
でで
自自
分分
自自
身身
をを
見見
つつ

めめ
、、
たた
くく
ささ
んん
のの
失失
敗敗
をを
繰繰

りり
返返
しし
なな
がが
らら
、、
でで
きき
なな
いい

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
るる

喜喜
びび
やや
知知
らら
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと

をを
知知
るる
喜喜
びび
をを
感感
じじ
なな
がが
らら
、、

一一
歩歩
一一
歩歩
、、
成成
長長
しし
てて
いい
っっ

てて
ほほ
しし
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。

新新
翔翔
高高
校校
のの
生生
徒徒
たた
ちち
とと

共共
にに
悩悩
みみ
、、
学学
びび
、、
そそ
しし
てて

生生
活活
をを
共共
にに
すす
るる
ここ
とと
でで
おお

互互
いい
にに
成成
長長
しし
てて
いい
けけ
るる
関関

係係
をを
築築
いい
てて
、、
頑頑
張張
っっ
てて
いい

きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
よよ
ろろ

しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。
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技技
術術
はは
二二
流流
でで
もも
、、
精精

神神
はは
一一
流流
たた
れれ｣｣

をを
モモ
ッッ

トト
ーー
にに
、、
近近
畿畿
大大
会会
出出
場場
をを

目目
指指
しし
、、
日日
々々
練練
習習
にに
取取
りり

組組
んん
でで
いい
まま
すす
。。
現現
在在
部部
員員

はは
選選
手手
がが
５５
人人
、、
ママ
ネネ
ジジ

ャャ
ーー
がが
２２
人人
でで
すす
。。
ハハ
ンン
ドド

ボボ
ーー
ルル
はは
７７
人人
制制
のの
たた
めめ
、、

部部
員員
だだ
けけ
でで
はは
１１
チチ
ーー
ムム
にに

足足
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
新新
人人
大大
会会

でで
はは
、、
多多
くく
のの
方方
々々
のの
協協
力力

のの
下下
、、
出出
場場
すす
るる
ここ
とと
がが
でで

きき
まま
しし
たた
。。
部部
員員
一一
同同
感感
謝謝

をを
胸胸
にに
、、
次次
をを
見見
据据
ええ
てて
練練

習習
をを
積積
みみ
重重
ねね
てて
いい
まま
すす
。。

部部
のの
基基
本本
はは
、、
高高
校校
生生
活活

をを
しし
っっ
かか
りり
送送
るる
ここ
とと
。。
部部

活活
だだ
けけ
のの
人人
間間
にに
はは
なな
らら
なな

いい
ここ
とと
をを
心心
掛掛
けけ
てて
いい
まま

すす
。。
部部
活活
しし
かか
目目
にに
入入
らら
なな

いい
よよ
うう
でで
はは
、、
いい
いい
ププ
レレ
ーー

はは
でで
きき
まま
せせ
んん
。。
日日
常常
生生
活活

のの
中中
でで
、、
気気
をを
配配
れれ
るる
人人
にに

なな
るる
ここ
とと
がが
、、
ププ
レレ
ーー
のの
幅幅

をを
広広
げげ
るる
ここ
とと
にに
つつ
なな
がが
るる

とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
人人
間間
とと

しし
てて
のの
成成
長長
がが
なな
けけ
れれ
ばば
、、

何何
をを
やや
っっ
てて
もも
成成
長長
しし
まま
せせ

んん
。。ハハ

ンン
ドド
ボボ
ーー
ルル
はは
、、
走走

るる
、、
投投
げげ
るる
、、
跳跳
ぶぶ
がが
基基
本本

のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
でで
すす
。。
部部
員員

はは
、、
全全
員員
がが
高高
校校
かか
らら
ハハ
ンン

ドド
ボボ
ーー
ルル
をを
始始
めめ
たた
者者
でで
すす

かか
らら
、、
いい
つつ
でで
もも
練練
習習
にに
参参

加加
でで
きき
まま
すす
。。
多多
くく
のの
部部
員員

をを
募募
集集
しし
てて
いい
まま
すす
。。
一一

度度
、、
練練
習習
をを
見見
にに
来来
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。
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生生
徒徒
たた
ちち
にに
新新
たた
なな
決決
意意
をを

持持
っっ
てて
、、
新新
しし
いい
スス
タタ
ーー
トト

をを
切切
るる
よよ
うう
訴訴
ええ
たた
。。

まま
たた
、、
現現
在在
のの
日日
本本
のの
厳厳

しし
いい
経経
済済
状状
況況
にに
触触
れれ
、、
自自

分分
のの
希希
望望
すす
るる
進進
路路
のの
実実
現現

にに
はは
、、
真真
剣剣
にに
学学
業業
にに
取取
りり

組組
みみ
実実
力力
をを
つつ
けけ
、、
ルル
ーー

ルル
・・
ママ
ナナ
ーー
をを
わわ
きき
まま
ええ
たた

人人
間間
にに
なな
るる
ここ
とと
、、
まま
たた
、、

｢｢

自自
分分
のの
将将
来来
のの
夢夢
をを
真真
面面

目目
にに
考考
ええ
、、
明明
確確
なな
計計
画画
をを

立立
てて
、、
そそ
しし
てて
、、
ひひ
たた
むむ
きき

にに
努努
力力
すす
るる
学学
期期
にに
しし
てて
ほほ

しし
いい｣｣

とと
式式
辞辞
をを
締締
めめ
くく
くく

っっ
たた
。。

１１
月月
７７
日日
、、
３３
学学
期期
始始
業業

式式
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
校校
歌歌
斉斉
唱唱

のの
後後
、、
竹竹
村村
校校
長長
先先
生生
かか
らら

式式
辞辞
がが
ああ
っっ
たた
。。｢｢

一一
年年
のの

計計
はは
元元
旦旦
にに
ああ
りり
。。
物物
事事
はは

初初
めめ
がが
大大
事事
、、
しし
かか
もも
、、
しし

っっ
かか
りり
しし
たた
計計
画画
のの
下下
、、
着着

実実
にに
行行
ええ｣｣

とと
いい
うう
言言
葉葉
でで
、、
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▽▽男男子子

１１回回戦戦

県県和和歌歌山山4422――6611新新 翔翔

２２回回戦戦

新新 翔翔2288――114422和和歌歌山山北北

▽▽女女子子

１１回回戦戦

新新 翔翔2244――111188和和歌歌山山北北

����		
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▽▽男男子子ダダブブルルスス１１部部

仲仲・・東東組組 優優勝勝

２２回回戦戦＝＝対対那那賀賀２２－－００

((2211－－９９／／2211－－７７))

準準々々決決勝勝＝＝対対向向陽陽２２－－００

((2211－－７７／／2211－－６６))

準準決決勝勝＝＝対対那那賀賀２２－－１１

((1188－－2211／／2211－－1111／／2211－－1144))

決決 勝勝＝＝対対新新宮宮２２－－１１

((2200－－2222／／2211－－88／／2233－－2211))

米米川川・・谷谷口口組組 ２２回回戦戦進進出出

１１回回戦戦＝＝対対紀紀央央館館２２－－００

((1155－－99／／1155－－77))

２２回回戦戦＝＝対対粉粉河河００－－２２

((1166－－2211／／1166－－2211))

吉吉川川・・林林組組 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対和和高高専専００－－２２

((３３－－1155／／９９－－1155))

▽▽女女子子ダダブブルルスス１１部部

大大山山・・浪浪花花組組 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対近近大大附附００－－２２

((６６－－1155／／４４－－1155))

清清水水・・西西村村組組 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対海海南南１１－－２２

((９９－－1155／／1155－－６６／／1133－－1155))

▽▽男男子子シシンンググルルスス１１部部

仲仲優優一一準準優優勝勝

１１回回戦戦＝＝対対那那賀賀２２－－００

((1155－－７７／／1155－－９９))

２２回回戦戦＝＝対対粉粉河河２２－－００

((1155－－８８／／1155－－４４))

３３回回戦戦＝＝対対和和西西２２－－００

((2211－－1111／／2211－－1122))

準準々々決決勝勝＝＝対対新新宮宮２２－－１１

((2244－－2222／／2200－－2222／／2211－－1155))

準準決決勝勝＝＝対対和和高高専専２２－－００

((2211－－1166／／2211－－1188))

決決 勝勝＝＝対対那那賀賀００－－２２

((４４－－2211／／６６－－2211))

東東 定定史史ベベスストト４４

１１回回戦戦＝＝相相手手棄棄権権ののたためめななしし

２２回回戦戦＝＝対対那那賀賀２２－－００

((1155－－６６／／1155－－1133))

３３回回戦戦＝＝対対耐耐久久２２－－００

((2211－－1177／／2211－－1144))

準準々々決決勝勝＝＝対対那那賀賀２２－－００

((2244－－2222／／2211－－1155))

準準決決勝勝＝＝対対那那賀賀００－－２２

((1133－－2211／／1199－－2211))

３３位位決決定定戦戦＝＝対対和和高高専専００－－２２

((1111－－2211／／1155－－2211))

米米川川令令英英 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対和和高高専専００－－２２

((６６－－1155／／９９－－1155))

谷谷口口智智也也 ２２回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対粉粉河河２２－－１１

((1155－－88／／1122－－1155／／1155－－1100))

２２回回戦戦＝＝対対和和高高専専００－－２２

((４４－－1155／／４４－－1155))

吉吉川川 陸陸 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対那那賀賀００－－２２

((６６－－1155／／1100－－1155))

林林 清清政政 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対向向陽陽

((1111－－1155／／1144－－1166))

▽▽女女子子シシンンググルルスス１１部部

大大山山千千春春 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対紀紀央央館館００－－２２

((３３－－1155／／４４－－1155))

清清水水ゆゆかかりり １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対那那賀賀００－－２２

((1111－－1155／／1133－－1155))

西西村村柚柚李李 １１回回戦戦敗敗退退

１１回回戦戦＝＝対対那那賀賀００－－２２

((７７－－1155／／９９－－1155))

▽▽女女子子シシンンググルルスス２２部部

峪峪 那那月月 準準優優勝勝

１１回回戦戦＝＝対対神神島島２２－－００

((1155－－1122／／1155－－1100))

２２回回戦戦＝＝対対星星林林２２－－００

((1155－－66／／1155－－1100))

３３回回戦戦＝＝対対神神島島２２－－００

((2211－－1111／／2211－－1111))

準準々々決決勝勝＝＝対対粉粉河河２２－－１１

((1177－－2211／／2211－－1144／／2211－－1188))

準準決決勝勝＝＝対対海海南南２２－－００

((2244－－2222／／2222－－2200))

決決 勝勝＝＝対対耐耐久久００－－２２

((1100－－2211／／1100－－2211))

浪浪花花杏杏菜菜 ベベスストト1166

２２回回戦戦＝＝対対向向陽陽２２－－１１

((1155－－1133／／1100－－1155／／1177－－1155))

３３回回戦戦＝＝対対熊熊野野１１－－２２

((2211－－1122／／1122－－2211／／1199－－2211))
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３３
年年
生生
フフ
ーー
ドド
デデ
ザザ
イイ
ンン
選選
択択

生生
徒徒
がが
、、
ここ
のの
ほほ
どど

｢｢

生生
まま
ぐぐ
ろろ

料料
理理
ココ
ンン
テテ
スス
トト
iinn
勝勝
浦浦｣｣

((

同同
実実

行行
委委
員員
会会
主主
催催))

にに
自自
らら
考考
ええ
たた

まま
ぐぐ
ろろ
料料
理理
レレ
シシ
ピピ
をを
応応
募募
しし
、、

入入
賞賞
しし
たた
。。

入入
賞賞
しし
たた
のの
はは
、、
淡淡
路路
竜竜
一一
君君
、、

森森
后后
沙沙
貴貴
ささ
んん
。。
料料
理理
名名
はは

｢｢

まま

ぐぐ
ろろ
のの
竜竜
田田
揚揚
げげ
をを
使使
っっ
たた
どど
んん

ぶぶ
りり
もも
のの｣｣

。。
味味
付付
けけ
はは
とと
てて
もも
シシ

ンン
ププ
ルル
でで
、、
キキ
ャャ
ベベ
ツツ
とと
特特
製製
たた

れれ
でで
丼丼
にに
しし
たた
もも
のの
。。

淡淡
路路
君君
がが
考考
案案
、、
レレ
シシ
ピピ
とと
作作

品品
作作
りり
はは
森森
ささ
んん
がが
担担
当当
しし
たた
。。

２２
人人
はは
昨昨
年年
1122
月月
2200
日日
校校
長長
室室
でで

表表
彰彰
ささ
れれ
、、
男男
子子
生生
徒徒
にに
人人
気気
のの

カカ
ツツ
どど
んん
をを
ヘヘ
ルル
シシ
ーー
にに
まま
ぐぐ
ろろ

でで
再再
現現
しし
たた
かか
っっ
たた
とと
話話
しし
、、
受受

賞賞
をを
喜喜
んん
でで
いい
たた
。。
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ごご
多多
忙忙
のの
とと
ここ
ろろ
、、
朝朝
早早
くく
かか
らら
ごご
協協
力力
いい
たた
だだ
きき

まま
しし
たた
育育
友友
会会
役役
員員
のの
方方
々々
にに
おお
礼礼
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

まま
たた
、、
保保
護護
者者
のの
皆皆
ささ
まま
にに
はは
、、
今今
後後
とと
もも
本本
校校
のの

教教
育育
活活
動動
にに
ごご
理理
解解
・・
ごご
協協
力力
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
よよ
うう
、、

おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
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